
診療計画説明書

退院基準

経過 当日治療前 当日治療後 治療後1日目 治療後2日目 治療後3日目

月日 ／ ／ ／ ／ ／

・治療について理解ができる ・吐き気、腹痛がない

・穿刺部位に問題がない

達成目標 ・鎮痛処置により疼痛を緩和することができている

・解熱処置により発熱を緩和することができている

・安静が守られている ・離床ができている ・日常生活の注意点について理解できる

・左手に点滴のチューブを入れます ・医師の指示にて造影エコーをおこないます ・刺した所の絆創膏を看護師が

検査 ・治療前に検査着に着替え ・造影エコー時に刺した所の はがします

処置 排尿をすませてください ガーゼを絆創膏に貼り替えます

・ストレッチャーで点滴をしながら治療に行きます

・内服指示のある方は朝6時までに ・止血剤入りの点滴が終了したら、一旦止めます

注射 内服してください ・2回目の抗生物質の点滴が終了後針を抜きます

内服 ・治療に行く時に止血剤入りの点滴、１回目の

抗生物質の点滴をします

・食事は禁止です ・治療2時間後、合併症がなければ水・お茶のみ飲めます ・治療食がでます

食事 ・朝6時以降は水分も禁止です ・造影エコー後、医師の食事の中止指示がなければ （塩分制限がつく事もあります）

夕食から食事が開始します

・治療食がでます（塩分制限がつく事もあります）

・治療前は制限はありません ・治療から帰ってきたら2時間ベット上安静になります ・制限はありません

・刺した所をアイスノンで冷やし、可能な限り穿刺部位を

圧迫する姿勢で横になります

・合併症がなければ治療2時間後、制限なしとなります

排泄 ・治療前は制限はありません ・治療後ベット上安静の間はベット上で排泄となります ・制限はありません

・治療前は制限はありません ・治療後はシャワー浴はできません ・穿刺部位に問題がなければ

シャワー浴が可能です 退院後入浴が可能です

・呼ばれたら、身に外せる物（入れ歯、ヘアピン、 ・医師より今後の治療について説明があります ・退院が決まれば退院後の生活、

時計等）金属類は取り外してください 次回受診日についてお知らせします

＊病名等は現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わり得ます

＊入院期間や治療内容は現時点で予想できるもので、症状によりかわります 004

肝腫瘍ラジオ波凝固療法（ＲＦＡ）入院２回目以降

岐阜市民病院　消化器内科　令和2年2月改訂

吐き気・腹痛の合併症がない

清潔

説明

安静度
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